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No.291

１月 8 日、市内小中学校の各校の代表が議員となり地域活性化な
どの様々な提案を行う「私たちの力でつくる仙北市」が市役所田
沢湖庁舎の議場で行われました。（関連記事 4 ページ）

私たちが考えるまちづくり



　
仙
北
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
・

防
災
の
最
前
線
に
立
ち
活
動
を
し

て
い
る
全
10
分
団
総
勢
５
５
８
人

（
１
月
１
日
現
在
）
の
仙
北
市
消
防

団
。

　
1
月
6
日
、
仙
北
市
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
、
令
和
2
年
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
分
列
行
進
で
は
、
仙
北
市
民
会

館
北
側
の
旧
秋
木
工
場
跡
地
に
集

合
後
、
仙
北
市
民
会
館
ま
で
の
道

の
り
を
音
楽
隊
、
消
防
団
員
、
消

防
車
両
の
約
３
０
０
人
が
力
強

く
行
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
曲

消
防
署
に
新
た
に
配
置
さ
れ
た
35

メ
ー
ト
ル
級
の
は
し
ご
付
き
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
お
披
露
目
会
や

餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
訪
れ

て
い
た
だ
し
の
こ
園
の
園
児
た
ち

の
楽
し
そ
う
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

秋
田
県
知
事
表
彰
を
は
じ
め
各
種

表
彰
と
新
入
団
員
の
紹
介
な
ど
が

防
災
へ
の
決
意
新
た
に

仙
北
市
消
防
出
初
式

新入団員の紹介も行われました。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
渡
辺
勇
悦
仙
北
市
消
防
団
長
は

「
昨
年
発
生
し
た
首
里
城
の
火
災
は

歴
史
的
建
造
物
が
数
多
く
現
存
し

て
い
る
仙
北
市
に
と
っ
て
今
一
度
、

日
頃
か
ら
の
火
災
に
対
し
て
の
備

え
、
火
災
の
脅
威
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
・
災
害

に
対
し
て
、
地
域
の
安
全
を
確
保

し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
更
な
る
消
防
力
の
強
化
に

励
む
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
各
章
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
／
所
属
）

◆ 

秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

　

 

戸
村
正
光
／
第
３
分
団

　

 

田
口
房
好
／
第
３
分
団

　

 

伊
藤
幸
二
／
第
４
分
団

　

 

高
橋
和
雄
／
第
７
分
団

　

 

青
柳
和
美
／
第
９
分
団

　

 

菅
原
茂
美
／
第
９
分
団

　

 

鈴
木
辰
彦
／
第
10
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

　

 

髙
橋
健
／
第
４
分
団

　

 

佐
々
木
隆
幸
／
第
８
分
団

　

 

髙
橋
正
夫
／
第
９
分
団

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

　

 

福
岡
克
巳
／
本
部

　

 

千
葉
雄
清
／
第
２
分
団

　

 

小
西
芳
雄
／
第
２
分
団

　

 

浅
利
敏
美
／
第
６
分
団

　

 

佐
藤
大
／
第
７
分
団

　

 

千
葉
俊
一
／
第
８
分
団

　

 

加
藤
博
文
／
第
８
分
団

　

 

辻󠄀
広
勝
／
第
９
分
団

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

　

 

布
谷
和
好
／
第
６
分
団

　

 

安
達
政
治
／
第
７
分
団

　

 

西
宮
信
行
／
第
７
分
団

　

 

鈴
木
泰
昌
／
第
９
分
団

　

 

戸
澤
一
広
／
第
10
分
団

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

　

 

一
戸
則
雄
／
第
２
分
団

　

 

高
橋
英
樹
／
第
４
分
団

　

 

髙
橋
靖
／
第
４
分
団

　

 

真
崎
勇
／
第
４
分
団

　

 

浅
利
寿
／
第
６
分
団

　

 

武
藤
建
政
／
第
６
分
団

　

 

草
彅
民
夫
／
第
７
分
団

　

 

髙
橋
秀
作
／
第
８
分
団

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

　

 

田
口
良
長
／
第
２
分
団

　

 

千
葉
茂
樹
／
第
２
分
団

　

 

坂
本
俊
明
／
第
３
分
団

　

 

大
山
博
信
／
第
４
分
団

　

 

真
崎
成
行
／
第
４
分
団

　

 

大
石
望
／
第
４
分
団

　

 

藤
村
隆
幸
／
第
４
分
団

　

 

佐
藤
正
輝
／
第
５
分
団

　

 

芳
賀
大
樹
／
第
５
分
団

　

 

佐
藤
勇
／
第
５
分
団

　

 

佐
々
木
勇
喜
／
第
６
分
団

　

 

水
平
幹
人
／
第
10
分
団

　

 

糸
井
直
紹
／
第
10
分
団

　

 

藤
川
信
喜
／
第
10
分
団

　

 

戸
澤
敏
之
／
第
10
分
団

◆ 

仙
北
市
長
表
彰

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤
続
）】

　

 

相
馬
豊
実
／
本
部

　
 

小
玉
武
夫
／
第
３
分
団

【
功
労
章
（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長

以
上
）】

　

 
久
米
一
也
／
第
１
分
団

　

 

菅
原
宗
弘
／
第
１
分
団

　

 

稲
田
明
／
第
２
分
団

　

 

高
橋
昭
義
／
第
２
分
団

　

 

伊
藤
幸
二
／
第
４
分
団

　

 

佐
藤
泰
人
／
第
４
分
団

　

 

藺
藤
幸
順
／
第
５
分
団

　

 

武
藤
敏
文
／
第
６
分
団

　

 

小
松
秀
則
／
第
７
分
団

　

 

髙
橋
和
浩
／
第
８
分
団

　

 

髙
橋
文
太
郎
／
第
８
分
団

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

　

 

中
島
竜
臣
／
第
１
分
団

　

 

千
葉
光
一
／
第
２
分
団

　

 

田
村
久
雄
／
第
３
分
団

　

 

工
藤
康
／
第
３
分
団

　

 

佐
藤
大
助
／
第
３
分
団

　

 

三
浦
君
夫
／
第
３
分
団

　

 

坂
本
博
美
／
第
３
分
団

　

 

髙
橋
武
彦
／
第
４
分
団

　

 

小
林
有
博
／
第
５
分
団

　

 

田
中
樹
／
第
５
分
団

　

 

佐
藤
明
広
／
第
５
分
団

　

 

佐
々
木
忠
晴
／
第
５
分
団

　

 

橋
本
真
治
／
第
６
分
団

　

 

阿
部
一
公
／
第
６
分
団

　

 

柏
谷
匡
／
第
６
分
団

　

 

若
松
優
一
／
第
６
分
団

　

 

福
井
弘
／
第
７
分
団

　

 

佐
藤
敬
多
郎
／
第
７
分
団

　

 

山
田
堅
一
／
第
７
分
団

　

 

髙
橋
清
嗣
／
第
８
分
団

　

 

草
彅
伸
／
第
８
分
団

　

 

小
木
田
成
喜
／
第
９
分
団

　

 

辻󠄀
谷
栄
喜
／
第
９
分
団

　

 

辻󠄀
徹
／
第
９
分
団

　

 

世
良
俊
也
／
第
９
分
団

　

 

黒
澤
広
志
／
第
10
分
団

　

 

黒
澤
仁
／
第
10
分
団

【
無
火
災
分
団
】

　

 

第
10
分
団　
４
年
間
無
火
災

　

 

第
２
分
団　
１
年
間
無
火
災

　

 

第
３
分
団　
１
年
間
無
火
災

　

 

第
6
分
団　
１
年
間
無
火
災

【
優
良
分
団
】

　

 

第
4
分
団　
支
部
訓
練
大
会  

準
優
勝

　

 

第
5
分
団　
市
訓
練
大
会  

準
優
勝

【
感
謝
状
】

　

 

藤
島
絹
雄

　

 

浅
利
弘

　

 

田
口
志
良

　

 

佐
藤
馨

　

 

田
村
大

　

 

若
松
金
男

　

 

髙
橋
光
悦

　

 

大
山
哲
夫

　

 

大
山
久
喜

　

 

小
瀧
一
哉

◆ 

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

　

 

西
宮
三
春
／
本
部

　

 

大
石
友
子
／
本
部

　

 

齋
藤
美
香
／
本
部

　

 

橋
本
由
佳
乃
／
本
部

　

 

松
橋
佑
／
第
１
分
団

　

 

御
崎
春
彦
／
第
３
分
団

　

 

地
主
貴
尋
／
第
３
分
団

　

 

戸
村
広
平
／
第
３
分
団

　

 

佐
々
木
信
／
第
３
分
団

　

 

倉
橋
薫
／
第
３
分
団

　

 

藤
川
英
記
／
第
４
分
団

　

 

齊
藤
弥
稔
／
第
４
分
団

　

 

佐
藤
真
也
／
第
４
分
団

　

 

西
宮
賢
／
第
５
分
団

　

 

齋
藤
宗
徳
／
第
５
分
団

　

 

門
脇
健
史
／
第
６
分
団

　

 

浅
利
学
人
／
第
６
分
団

　

 

菊
地
正
幸
／
第
７
分
団

　

 

鈴
木
恵
／
第
７
分
団

　

 

加
賀
谷
克
／
第
７
分
団

　

 

千
葉
崇
／
第
８
分
団

　

 

林
崎
智
美
／
第
９
分
団

　

 

伊
藤
満
／
第
９
分
団

　
 

本
田
翔
平
／
第
10
分
団

　
 

黒
澤
賢
太
郎
／
第
10
分
団

◆ 
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷

　

  

支
部
長
表
彰

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

　

 

羽
根
川
俊
巳
／
第
１
分
団

　

 

松
橋
毅
／
第
１
分
団

　

 

田
口
直
人
／
第
１
分
団

　

 

田
口
大
樹
／
第
２
分
団

　

 

荒
木
田
祐
太
朗
／
第
３
分
団

　

 

藤
川
篤
／
第
４
分
団

　

 

高
橋
洋
／
第
４
分
団

　

 

菅
原
真
之
介
／
第
４
分
団

　

 

柴
田
翔
平
／
第
４
分
団

　

 

梅
沢
俊
三
／
第
７
分
団

　

 

上
藤
良
太
／
第
７
分
団

　

 

戸
澤
潤
／
第
７
分
団

　

 

水
平
隆
行
／
第
10
分
団

◆ 

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

　

 

伊
藤
聡
／
第
１
分
団

　

 

堀
川
貴
吉
／
第
１
分
団

　

 

千
葉
久
徳
／
第
２
分
団

　

 

髙
津
貢
太
郎
／
第
２
分
団

　

 

戸
沢
将
希
／
第
２
分
団

　

 

羽
川
正
樹
／
第
３
分
団

　

 

高
橋
章
太
／
第
４
分
団

　

 

荒
澤
慎
太
郎
／
第
４
分
団

　

 

佐
々
木
徹
／
第
４
分
団

　

 

嶋
貫
秀
明
／
第
４
分
団

　

 

清
水
一
平
／
第
４
分
団

　

 

門
脇
丈
／
第
５
分
団

　

 

藤
島
智
昭
／
第
６
分
団

　

 

髙
橋
雄
幸
／
第
７
分
団

　

 

田
口
雅
行
／
第
７
分
団

　

 

加
藤
勲
／
第
８
分
団

　

 

佐
藤
秀
典
／
第
９
分
団

　

 

森
岡
健
太
／
第
９
分
団

　

 

畠
山
伸
也
／
第
９
分
団

分列行進後に行われた餅まき。子どもたちは大喜びでした。
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令
和
元
年
度
仙
北
市
芸
術
文
化
章
授
章
式

　
１
月
16
日
、仙
北
市
芸
術
文
化
協
会（
山
口
心
海
会
長
）が
主
催
す
る「
令
和
元
年
度
仙
北
市
芸
術
文
化
章
授
章
式
」

が
あ
き
た
芸
術
村
で
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
に
芸
術
文
化
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
※
年
齢
は
受
章
決
定
時
を
掲
載
）

分かりやすい説明に子どもたちも納得です。

　
12
月
27
日
と
28
日
、
19
年
目
を
迎
え
た
第
36
回

の
「
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
い
教
室
」
が
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
外
の
小
学
生
91
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
「
楽
し
い
学
習
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の

会
（
草
彅
稔
会
長
）」
が
子
ど
も
た
ち
の
自
学
自

習
を
支
援
し
よ
う
と
、
毎
年
、
夏
・
冬
の
長
期
休

み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
、
現
職
や
退
職
し
た
先
生
、
市
民
な
ど

の
「
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」
と
角
館
高
校
生
２
人
に
よ

る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」
の
総
勢
32
人

の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
の
手
助
け
を

し
ま
し
た
。
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
丁
寧
な
指
導
に
子

ど
も
た
ち
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
い
教
室

教
え
て
！
オ
タ
ス
ケ
マ
ン
！

　

小
学
２
年
か
ら
西
木
町
上
荒
井

字
古
堀
田
の
伊
藤
一
造
師
匠
か
ら

民
謡
や
手
踊
り
を
習
い
始
め
る
。

「
だ
ん
ま
り
」「
秋
田
音
頭
」
は
佐

藤
貞
子
氏
か
ら
指
導
を
受
け
、
42

年
間
に
わ
た
り
指
導
し
て
い
る
。

　

西
木
公
民
館
の
「
民
謡
手
踊
り

教
室
」
で
は
、
昭
和
50
年
代
の
発

足
当
初
か
ら
講
師
と
し
て
活
動
し
、

婦
人
や
小
中
学
生
に
民
謡
手
踊
り

を
指
導
し
て
い
る
。
平
成
19
年
に

は
、
日
本
民
謡
協
会
少
年
少
女
民

謡
民
舞
指
導
員
と
し
て
指
導
普
及

に
努
め
、
仙
北
市
は
も
と
よ
り
他

市
町
村
に
も
指
導
し
、
賞
に
導
い

て
い
る
。
本
人
も
数
々
の
大
会
で

受
賞
、
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
か

ら
優
秀
賞
を
受
け
る
な
ど
、
長
き

に
わ
た
り
北
浦
地
方
の
伝
統
文
化

で
あ
る
民
族
芸
能
の
普
及
発
展
に

努
め
て
い
る
。

千
葉
キ
ヨ 

氏
（
86
歳
・
西
木
町
門
屋
）

個
人
・
郷
土
芸
能

　

平
成
４
年
、
華
道
家
元
池
坊
角

館
会
引
立
教
授
（
取
得
）。
平
成
10

年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
角
館
公
民

館
池
坊
教
室
の
指
導
者
と
し
て
後

進
の
指
導
に
あ
た
る
。

　

平
成
６
年
と
平
成
24
年
に
仙
台

花
展
、
平
成
15
年
４
月
に
東
北
大

会
郡
山
花
展
、
平
成
24
年
11
月
に

七
夕
会
全
国
花
展
に
出
瓶
す
る
な

ど
、
東
北
や
全
国
規
模
の
花
展
に

出
瓶
し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

る
。

　

地
域
に
お
け
る
活
動
は
、
華
道

家
元
池
坊
角
館
会
花
展
に
出
瓶
す

る
と
と
も
に
、
角
館
樺
細
工
伝
承

館
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
、
角
館

郵
便
局
ホ
ー
ル
、
安
藤
醸
造
本
店
、

秋
田
内
陸
線
「
秋
の
彩
」、
角
館
駅

前
広
場
な
ど
に
出
瓶
し
、
多
数
の

門
下
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

加
賀
谷
浩
子 

氏

（
81
歳
・
角
館
町
田
町
上
丁
）

　

昭
和
33
年
、
石
田
白
樹
師
匠
の
も

と
書
道
を
始
め
る
。
雅
号
雪
紅
。
平

成
17
年
頃
「
雪
紅
会
」
を
立
ち
上
げ
、

２
年
お
き
に
雪
紅
会
書
道
展
を
開
催
。

指
導
し
た
生
徒
は
秋
田
書
道
展
で
数

多
く
受
賞
し
て
い
る
。
平
成
25
年
か

ら
仙
北
市
公
民
大
学
書
道
学
科
の
講

師
と
し
て
活
動
、
生
徒
は
各
種
展
示

会
で
輝
か
し
い
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
「
さ
く
ら
樺
染
め
サ
ー
ク
ル
」
に
は

平
成
７
年
の
設
立
当
時
か
ら
参
加
、

平
成
19
年
に
は
中
心
と
な
り
同
サ
ー

ク
ル
展
を「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
た
。

　

地
域
活
動
と
し
て
、
角
館
盆
栽
展

に
生
徒
と
と
も
に
作
品
を
発
表
し
、

好
評
を
得
て
い
る
。
大
曲
支
援
学
校

せ
ん
ぼ
く
校
設
立
以
前
か
ら
書
道
さ

く
ら
樺
染
を
中
高
等
部
の
生
徒
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
を
継
続
し

て
い
る
。

西
宮
德
子 

氏
（
79
歳
・
角
館
町
歩
行
町
）

　

平
成
２
年
か
ら
日
本
画
を
始

め
、
晴
陽
会
に
入
会
。
平
成
20
年

晴
陽
会
会
長
に
就
任
す
る
と
と
も

に
、
会
員
の
指
導
的
立
場
に
お
い

て
、秋
田
県
総
合
美
術
展
「
日
本
画
」

で
会
員
を
特
賞
の
栄
に
導
い
た
。

　

ま
た
、
自
ら
も
秋
田
県
総
合
美

術
展
で
特
賞
、
奨
励
賞
な
ど
数
多

く
受
賞
し
た
。

　

地
域
活
動
に
お
い
て
は
、
平
成

18
年
５
月
の
仙
北
市
芸
術
文
化
協

会
設
立
後
、
事
務
局
長
と
し
て
会

務
に
尽
力
。
ま
た
、
仙
北
市
総
合

美
術
展
初
代
実
行
委
員
長
、
仙
北

市
芸
術
文
化
協
会
振
興
大
会
実
行

委
員
長
の
ほ
か
、
長
期
間
に
わ
た

り
角
館
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
長
、

角
館
町
芸
術
文
化
協
会
副
会
長
、

仙
北
市
文
化
協
会
理
事
と
し
て
活

躍
し
た
。

故 

髙
田
文
雄 

氏

（
72
歳
・
田
沢
湖
小
松
）

これからの仙北市を考え、様々な提案を行った子どもたち。自分のふる
さとを考えるよい機会になったようです。

　12 月 25 日のクリスマスの夜、田沢湖図書館を会場に「と
しょかんコンサート 詩人のうた」が開催されました。
　まど・みちおや北原白秋といった詩人たちの作品が、ピア
ノとクラリネットの演奏と歌声でしっとりと表現された第１
部。出演者の安藤満里さん、倉持千惠子さん、加藤真弓さん
とともに、神代小学校２年生の浅利みづきさんの歌声も会場
に響きました。最初は緊張していたという浅利さんも最後は

「緊張が吹き飛ばされて、どんどん歌えるようになって楽し
かった」とにっこり。
　第２部は、宮沢賢治の作品がピアノの伴奏とともに朗読さ
れ、図書館という空間に響き渡る音に観客は聞き入っていま
した。最後は、出演者と観客全員で「聖夜（きよしこのよる）」
を合唱し、コンサートが締めくくられました。
　観客の 1 人は「日常とは違う別世界を堪能した。気持ちが
清らかになった」と感想を話してくれました。

聖夜に歌と演奏響く
としょかんコンサート 詩人のうた

訪れた観客は、歌と演奏に酔いしれ、クリスマスの夜を堪能しました。

ふるさとの未来を考えよう

私たちの力でつくる仙北市

　
令
和
２
年
１
月
１
日
付
で
千
葉
悟
見
さ
ん
（
角
館

町
薗
田
）、
黒
澤
福
子
さ
ん
（
角
館
町
山
谷
川
崎
）、

田
口
陽
三
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）
に
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
が
法
務
大
臣
よ
り
発
令
さ
れ
、
秋
田
地
方

法
務
局
大
曲
支
局
の
西
村
浩
昭
支
局
長
か
ら
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
高
橋
英
幸
さ
ん
（
同
日

付
退
任
、
田
沢
湖
田
沢
）
に
同
大
臣
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
と

感
謝
状
を
伝
達

左から千葉悟見さん（再任）、黒澤福子さん（再任）、田口陽
三さん（新任）の 3 人に委嘱状が交付されました。

議
長
を
務
め
た
石
塚
康
平
さ
ん（
生

保
内
中
２
年
・
左
）
と
副
議
長
の

眞
崎
潤
実
さ
ん（
角
館
中
２
年・右
）

　1 月 8 日、市内小中学校 12 校の代表 25 人が議員となり、
市が抱える課題などについて様々な提案を行う「私たちの力で
つくる仙北市」が市役所田沢湖庁舎の議場で開催されました。
　各校の児童生徒は、それぞれ考えてきた取り組みを提案。仙
北市の PR 活動や観光客増加に向けたアイデアのほか、田沢湖
の水質改善や中川小学校の利活用など地域に関わるものもあ
り、それぞれの視点で考えた内容を発表しました。
　提案や質問に対する門脇市長や市当局の説明に、子どもたち
はまちづくりについて真剣に考えている様子でした。

退任される高橋英幸さんに
は、感謝状が贈られました。

個
人
・
華
道

個
人
・
書
道

個
人
・
地
域
・
日
本
画

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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－地域のわだい－
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～輝くとき栄光
解説する梅津学芸員。

　

お
正
月
恒
例
の

「
第
15
回
仙
北
市

新
春
書
初
め
大
会
」
が
１
月
７
日
、

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
あ
わ
せ
て
37
人
が
参
加
、
「
と
も
だ

ち
」、
「
正
し
い
心
」
な
ど
学
年
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
課
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
納
得
の
い
く
１
枚
が
完
成

金
賞
受
賞
者
【
敬
称
略
】

 

小
学
校
２
年
生
の
部 

伊
東
万
莉
（
桧
木
内
小
学
校
）、
堀
部
瑠

花
（
角
館
小
学
校
）、
八
栁
和
華
（
同
）

 

小
学
校
３
年
生
の
部 

荒
木
田
桜
心
（
白
岩
小
学
校
）、
堀
井
柚

香
（
中
川
小
学
校
）

 

小
学
校
４
年
生
の
部 

金
谷
ひ
よ
の
（
角
館
小
学
校
）、
山
口
海

嘉
（
神
代
小
学
校
）

 

小
学
校
５
年
生
の
部 

石
川
才
稀
（
神
代
小
学
校
）、小
野
翔
（
生

保
内
小
学
校
）、
戸
澤
真
優
（
中
川
小
学

校
）、堀
井
小
夏
（
同
）、大
澤
蒼
介
（
同
）

 

小
学
校
６
年
生
の
部 

袖
沢
心
（
生
保
内
小
学
校
）

 

中
学
校
２
年
生
の
部 

戸
澤
明
寿
（
角
館
中
学
校
）

 

高
校
生
の
部 

大
塚
瑠
那（
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
）、

高
貝
希
美
（
以
下
、
角
館
高
校
）、
齊
藤
叶

実
、
加
賀
谷
紗
希
、
鈴
木
翔
子
、
三
浦
哉
、

鈴
木
胡
桃
、
星
宮
美
咲
、
久
保
田
ひ
か
る
、

三
浦
海
七
、
小
林
ゆ
ず
葉
、
高
橋
七
星
、

若
竹
咲
桜
、
鈴
木
皐
太
、
辻󠄀
雛

　

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
折
笠
靖
子
さ
ん
と
播

磨
靖
之
さ
ん
が
市
民
の
安
全
に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
仙
北
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
に
は
、
こ
ま
ち
娘
と
な
ま
は

げ
に
扮
し
て
仙
北
警
察
署
や
仙
北
市
防
犯
指
導
隊
な
ど

の
関
係
団
体
と
一
緒
に
防
犯
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
市
民
や
観
光
客
が
安
心
で
き
る

よ
う
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
人
は
「
こ
の
よ
う
な
活
動
か
ら
地
域
の
方
々
と
つ
な

が
り
、
協
力
隊
や
自
分
た
ち
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
え
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

感
謝
状

市
民
に
防
犯
な
ど
を
呼
び
か
け

感謝状を受け取った仙北市地域おこし協力隊の折笠さん（左）と播磨さん
（右）。

　
11
月
23
日
・
24
日
、
ナ
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
（
由
利
本
荘
市
）
で

開
催
さ
れ
た
「
第
17
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
秋
田
県
大
会
」
で
中

仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
大
仙
市
中
仙
地

域
の
小
学
校
を
中
心
に
、
あ

わ
せ
て
６
校
の
児
童
か
ら
な

る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
仙

北
市
か
ら
は
角
館
小
学
校
の

髙
橋
來
唯
さ
ん
（
６
年
）
が

唯
一
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
会
に
は
全
県
か
ら
40

チ
ー
ム
が
参
加
、
決
勝
で
は

１
セ
ッ
ト
奪
わ
れ
た
も
の
の
、

準
決
勝
ま
で
は
す
べ
て
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
と
、
安
定
し
た

試
合
運
び
で
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

中
仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
秋
田
県

代
表
と
し
て
３
月
27
日
か
ら

岐
阜
県
岐
阜
市
の
岐
阜
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

中
仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

第
17
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
秋
田
県
大
会

セッターとしてチームを支える角館
小学校の髙橋來唯さん。「綺麗なトス
を上げることができたときとても楽
しい。全国大会ではまず 1 勝したい」
と話しました。

中
仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
々
木
結
菜

さ
ん
（
前
列
中
央
、
中
仙
小
6
年
）
は
「
全
国
大
会
で
も
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
15
回 

仙
北
市
新
春
書
初
め
大
会

す
る
ま
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
熱
心
に
筆

を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

書
初
め
の
後
に
は
角
館
高
校
書
道

部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
力
強
く

流
れ
る
よ
う
な
筆
さ
ば
き
で
作
品
を

作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た

作
品
を
見
た
観
客
か
ら
は
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

真
剣
に
筆
を
運
ぶ
参
加
者
。

角
館
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
力
強
い
見
事
な
作
品
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
は
、
現
在
開

催
中
の
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
を
訳
し

た
椎
名
其
二
展
」
特
別
企
画
と
し
て
、

冬
休
み
最
後
の
土
曜
日（
１
月
11
日
）「
こ

ど
も
昆
虫
教
室
」
を
開
催
し
、
小
学
生

11
人
と
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
秋
田
県
立
博
物
館
の
梅

津
一
史
学
芸
員
が
、
昆
虫
た
ち
の
冬
越

し
の
様
子
か
ら
秋
田
に
住
む
昆
虫
、
そ

の
種
類
や
詳
し
い
生
態
な
ど
多
く
の
画

像
を
交
え
て
丁
寧
に
解
説
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
メ
モ
し
た
り
、

珍
し
い
写
真
に
歓
声
を
あ
げ
た
り
と
楽

小
学
生
が
楽
し
く
学
ぶ

こ
ど
も
昆
虫
教
室

最後に、参加した子どもたちで記念写真。
し
く
学
び
ま
し
た
。
最
後
は
同
文
学
館

で
展
示
中
の
昆
虫
標
本
を
見
な
が
ら

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
昆
虫
大
好
き
な
子
ど
も
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
教
室
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
め
ざ
せ
、
昆
虫
博
士
!!

昆虫の標本に興味津々。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

　
現
在
、
横
町
橋
の
下
部
に
水
道
管
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
道
管
よ
り

漏
水
し
て
お
り
、
漏
水
し
て
い
る
場
所
や

水
道
管
の
状
態
な
ど
か
ら
通
常
の
修
繕
が

困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新

し
い
配
水
管
が
で
き
る
ま
で
横
町
橋
の
歩

道
上
に
仮
の
配
水
管
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
が

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
６

道
幅
が
狭
く
な
る
た
め
、
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

仮
設
管
布
設
工
事
／
２
月
上
旬(

発
注

予
定)

～
３
月
25
日
㈬

● 

仮
設
管
布
設
期
間
／
工
事
施
工
後
～
令

和
３
年
３
月
31
日
㈬（
予
定
）ま
で

※ 

本
設
の
配
水
管
設
置
工
事
の
状
況
に
よ
り
期

間
は
変
わ
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
に
準
ず
る
ま
た
は
寝
た
き
り

と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
な
ど
の

際
に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を

提
示
す
る
こ
と
で
所
得
税
法
や
地
方
税
法

の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」が
必

要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受

け
る
年
の
12
月
31
日
現
在
の
状
況
に
よ
り

発
行
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
者
／

 

▼ 

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
一

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
提
出
す
る
と

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課 （
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方

 

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方

 

▼ 

控
除
を
受
け
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族

が
所
得
税
や
市
・
県
民
税
課
税
の
方

● 

申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま
た
は
各
地

域
セ
ン
タ
ー
・

各
出
張
所

　
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
場

合
に
、
お
む
つ
を
使
う
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
の
お
む
つ
代
は
、
申
告
す

る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

● 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
初
め
て
の
場
合
／
市
役
所
窓
口
に
備

え
付
け
の「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」用
紙

に
か
か
り
つ
け
医
師
か
ら
証
明
を
も
ら

い
、
お
む
つ
代
領
収
書
を
添
付
し
て
申

寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
代
が

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課 （
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

告
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
の
場
合
／
介
護
保
険
法

の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者

が
発
行
す
る
証
明
書
を「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
必
要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

証
明
書
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま
た

は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所

　
吉
田
跨
線
橋
は
補
修
工
事
の
た
め
、
下

記
の
期
間
中
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

場
所
／
西
木
町
桧
木
内
字
吉
田
地
内 

吉

田
跨
線
橋

吉
田
跨
線
橋
補
修
工
事
に
伴
う

全
面
通
行
止
め
の
ご
協
力
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】建
設
課 （
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
４

●
期
間
／
２
月
10
日
㈪
～
３
月
25
日
㈬

●
規
制
内
容
／
終
日 

全
面
通
行
止
め

●
迂
回
路
／
な
し

●
施
工
業
者
／
株
式
会
社 

西
宮
組

吉田跨線橋周辺図

交通災害共済
年間掛金 300円

不慮の災害共済
年間掛金 700円

道路上で自動車・バイクを運転
中に衝突した、自転車で転倒し
た、歩行中に自動車にひかれた、
などといった事故にあった場合
に、共済金が支給されます。

死亡 100万円
入院1日　2,000円
通院1日　 800円

道路上でないところでの自動車な
どによる事故、作業中の事故、ス
ポーツ・レクリエーション中の事
故、地震や火災などの災害にあっ
た場合に、共済金が支給されます。

死亡 60万円
入院1日　1,100円

通院は対象外

●
共
済
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～
令
和

３
年
３
月
31
日
㈬

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合
は
、

そ
の
翌
日
か
ら
共
済
期
間
の
末
日
ま
で
。

●
加
入
受
付
窓
口（
平
日
の
み
）／

▼
各
金
融
機
関（
秋
田
銀
行
、
北
都
銀

行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
、
羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合
な
ど
の
取
扱
金

融
機
関〈
７
月
31
日
ま
で
の
取
扱

い
〉）

▼
市
役
所
各
窓
口（
市
民
生
活
課
、
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
、
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
り
込
み
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
秋
田
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.akita-sg.jp/kotsu/

top.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
「
交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の
災
害
共
済
」

加
入
申
し
込
み
受
付
開
始
！

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
３

　
仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
、
４
月
か
ら
の
稼
働
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
３
月
６
日
㈮
の
給
食
終
了
後
か
ら
は
、
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木

の
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
設
品
な
ど
の
搬
出
作
業
が
始
ま

る
こ
と
に
伴
い
、
学
校
給
食
の
提
供
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
３
月
９
日
㈪
よ
り
、
登
校
日
に
は
お
子
さ
ん
に

昼
食
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
４
月
６
日
㈪
か
ら
は
、
給
食
の
提
供
を
再
開
し
ま
す
。

　
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木
の
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
が
不
在

の
場
合
は
、
次
の
連
絡
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

３
月
６
日
㈮
以
降
の
各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
連
絡
先
／ 

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

 

▼
電
話（
43-

３
３
８
２ 

） ▼
Ｆ
Ａ
Ｘ（
54-

１
７
２
７
）

　
な
お
、
新
設
の「
仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
」連
絡
先
に
つ

い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
・
引
越
に
伴
う

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
２
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来
年
度
の
当
初
予
算
づ
く
り
が
続
い
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
継
続
し
て
き
た
事
業
、
数

年
続
け
て
き
た
け
れ
ど
成
果
が
見
え
な
い
取

り
組
み
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
、
法
律

の
改
正
に
連
動
し
た
国
の
政
策
、
人
口
減
少

対
策
で
必
要
な
長
期
プ
ラ
ン
…
。
そ
ん
な
一

つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
検
討
し
て
予
算
を
作
成

し
ま
す
。
予
算
は
市
民
の
願
い
を
叶
え
る
設

計
図
で
す
か
ら
、
予
算
づ
く
り
は
市
役
所
で

一
番
に
重
要
な
仕
事
と
言
え
ま
す
。
私
は
職

員
に
対
し
、「
予
算
づ
く
り
で
は
、
国
・
県
の

情
報
収
集
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
声
を
し
っ

か
り
聞
い
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
厳
し
い
財
政
事
情
で
す
。
最
小
予
算
で

最
大
効
果
を
上
げ
る
に
は
、
市
民
や
団
体
の

皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。

　

こ
ん
な
作
業
を
繰
り
返
し
、
年
末
ま
で
財

政
課
査
定
が
終
了
し
ま
し
た
。
査
定
は
事
業

が
本
当
に
必
要
か
、
金
額
の
算
出
が
適
切
か
、

実
現
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
か
な
ど
、
効
果

を
予
測
し
た
総
合
力
で
判
断
し
ま
す
。
財
政

課
査
定
の
次
は
市
長
査
定
で
す
。
こ
こ
数
年
、

市
長
査
定
は
職
員
と
の
激
論
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
職
員
は
市
民
の
思
い
を
背
負
っ
て

査
定
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
計
画
が
未

熟
だ
っ
た
り
、
財
源
の
調
達
が
困
難
だ
っ
た

り
で
予
算
を
計
上
で
き
な
い
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
本
当
に
申
し
訳
な
く

残
念
で
す
。
反
面
、
予
算
は
ゼ
ロ
で
も
、
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
取
り
組
み
た
い
、
そ
ん

な
主
張
を
す
る
職
員
も
い
て
、
頼
も
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

最
近
、
私
は
職
員
に
私
自
身
の
予
算
査
定

の
心
構
え
を
話
し
ま
し
た
。
稲
盛
和
夫
さ
ん

（
京
セ
ラ
創
業
者
）が
よ
く
使
う
言
葉
で
、「
小

善
は
大
悪
に
似
た
り
、
大
善
は
非
情
に
似
た

り
」で
す
。
意
味
は
文
字
の
通
り
で
す
が
、
も

ち
ろ
ん
職
員
を
小
善
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
小
善
は
私
の
心
の
中
に
潜
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
は
市
民
に
対
す
る
迎
合
、

あ
る
い
は
偽
善
で
す
。
で
も
、
仙
北
市
に
必

要
な
こ
と
は
目
先
の
小
善
で
は
な
く
、
市
民

が
住
み
続
け
た
い
、
将
来
市
民
も
魅
力
的
だ

と
思
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
の
心
棒
が
必
要
だ
と
…
。
借
り

て
来
た
心
棒
で
は
な
く
、
既
に
あ
る
心
棒
を

太
く
す
る
取
り
組
み
で
す
。
豊
富
な
観
光
・

交
流
素
材
を
高
度
活
用
し
た
経
済
政
策
、
人

材
育
成
で
の
担
い
手
確
保
、
医
療
の
安
定
化

な
ど
は
、
も
っ
と
太
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
領
域
に
予
算
を
配
分
す
れ
ば
、
他
の
領

域
は
少
し
我
慢
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
心
棒

を
つ
く
る
辛
抱
で
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
心
棒
と
辛
抱
』

まちづくり
市長の

日　記
No.165

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
、
学
用
品
・
通
学
用
品
費
な

ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

● 

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
／

 

▼ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

 

▼ 

生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
を
対
象
と
し
た
申
請
年
度

の
前
年
中
の
収
入
と
保
護
基
準
額
を
比
較
し
た
結
果
が
、

生
活
保
護
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
教
育
委
員

会
が
認
定
し
た
方

 

▼ 

家
庭
事
情
の
変
動
に
よ
り
世
帯
全
体
の
所
得
が
著
し
く
減

少
す
る
な
ど
、
就
学
援
助
の
必
要
が
あ
る
と
教
育
委
員
会

が
認
定
し
た
方

● 

援
助
の
内
容
／
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品

費
、
校
外
活
動
費
、
体
育
実
技
用
具
費
、
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費（
学
校
か
ら
治
療
の
指
示
を
受
け
た
学

校
保
健
安
全
法
で
定
め
る
疾
病
の
費
用
）、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

● 

申
請
方
法
／
申
請
書
類
は
教
育
総
務
課
、
各
小
・
中
学
校
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.sem
boku.akita.

jp/citizens/11_14.htm
l

）か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

新
規
に
申
し
込
む
方
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を
伺
う
た
め

面
談
を
行
い
ま
す
の
で
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
に
は
後
日
個
別

に
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

● 

申
請
期
間
／
令
和
２
年
度
申
請
開
始
は
２
月
17
日
㈪
～
３

月
16
日
㈪（
締
め
切
り
後
も
随
時
受
付
し
ま
す
）

※ 

令
和
２
年
度
の
新
一
年
生
で
、
新
入
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
２
月
28
日
㈮
ま
で
。

※ 

継
続
し
て
就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
で
も
、
毎
年
度
、
申
請
が
必

要
で
す
。

● 

日
時
／
2
月
8
日
㈯ 

13
時
30
分
～

16
時（
13
時
開
場
）

●
場
所
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

ク
リ
オ
ン 

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
参
加
料
／
無
料

●
申
込
期
限
／
2
月
7
日
㈮ 

17
時

●
申
込
方
法
／
①
氏
名 

②
人
数 

③
連
絡

先 

④
在
住
市
町
村 

⑤
無
料
送
迎
バ

ス
希
望
の
有
無（
行
き
と
帰
り
）を
次

の
申
込
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
無
料
送
迎
バ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込・
問
合
せ
／
地
方
創
生・
総
合
戦

略
室

▼
電
話（
43-

３
３
１
５
）

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ（
43-

１
３
０
０
）

▼
メ
ー
ル（sousei@

city.sem
boku.

akita.jp

）

　
「
健
康
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
温
泉

に
関
す
る
講
演
を
始
め
、
市
内
の「
温

泉
」・「
森
林
浴
」・「
食
」の
分
野
か
ら

ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
、
仙
北
市
を
元
気

に
す
る
た
め
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

来
場
者
全
員
に
バ
ス
ク
リ
ン
入
浴

剤（
日
本
の
名
湯
乳
頭
）と
市
内
の
温

泉
施
設（
玉
川
／
新
玉
川
温
泉
・
黒
湯

温
泉
・
鶴
の
湯
温
泉
・
露
天
風
呂 

水
沢

温
泉
・
田
沢
湖
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
・
角
館
温
泉
花
葉
館
・

西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ

ン
・
あ
き
た
芸
術
村 

温
泉
ゆ
ぽ
ぽ
の

い
ず
れ
か
1
枚
）の
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
!! ま

る
ご
と
温
泉

健
康
サ
ミ
ッ
ト

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

就
学
援
助
制
度
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
２

　
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
学
生
・
生
徒
の
向
学
の
志
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
有
為
な
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
奨
学
金
は
貸
与
制
で
、
返
還
金
は
後
輩
の
奨
学
金
の
財
源
に

な
り
ま
す
の
で
、
貸
与
終
了
後
は
必
ず
返
還
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

● 

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

 

▼ 

保
護
者
が
現
に
仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
方

 

▼ 

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

 

▼ 

心
身
共
に
健
康
で
学
業
成
績
優
秀
な
方

 

▼ 

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
方

● 

貸
与
限
度
額（
月
額
）／ 

▼
大
学（
短
大
、
専
門
学
校
、
大
学
院

含
む
） 

4
万
円
以
内　

 

▼
高
校 

２
万
円
以
内

● 

提
出
書
類
／ 

▼
奨
学
資
金
奨
学
生
申
請
書(

様
式
第
１
号)

 

▼ 

合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
、
在
学
を
証
明
で
き
る
書
類(

各
学

校
指
定
様
式)

 

▼ 

住
民
票(

世
帯
全
員
が
つ
い
た
も
の)

…
市
民
生
活
課
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
窓
口

 
▼ 
仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
奨
学
生
推
薦
書(

様
式
第
２
号)

 
▼ 
学
業
成
績
証
明
書(

様
式
第
３
号)

 

▼ 
市
県
民
税
世
帯
証
明
書（
世
帯
全
員
の
前
年
度
の
所
得
を
証
明

で
き
る
書
類
）…
税
務
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
窓
口

 

▼
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書（
滞
納
な
し
証
明
）

※
貸
与
決
定
後
、
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

● 

申
請
書
類
請
求
先
／
教
育
総
務
課
、
田
沢
湖
・
西
木
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所

※ 

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.sem
boku.akita.

jp/citizens/dl_service/kyoikusido.htm
l

）か
ら
も
印
刷
で
き

ま
す
。

● 

提
出
先
／
教
育
総
務
課
。
事
前
に
連
絡
の
う
え
、
必
ず
本
人
が

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

● 

貸
与
期
間
／
令
和
２
年
４
月
か
ら
卒
業
の
月
ま
で

● 

申
込
期
間
／
２
月
３
日
㈪
か
ら
３
月
31
日
㈫
ま
で

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
２

看
護
師
を
目
指
す

学
生
の
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】医
療
局 

医
療
管
理
課（
角
館
町
岩
瀬
） 

☎（
54
）２
１
１
６

修
学
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
将
来
、
仙
北
市
内
の
指
定
医
療
機
関（
角
館

総
合
病
院
、
田
沢
湖
病
院
、
診
療
所
な
ど
）に

勤
務
を
希
望
す
る
学
生
に
修
学
資
金
を
貸
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
修
学
を
容
易
に
し
、

仙
北
市
内
の
医
療
従
事
者
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

● 

募
集
職
種
・
人
数
／
看
護
師
・
２
人

● 

貸
与
対
象
者
／ 

▼
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に

入
学
す
る
予
定
の
方

 

▼ 

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
方

● 

貸
与
月
額
／
５
万
円

● 

入
学
一
時
金
／
10
万
円

● 

返
済
免
除
／
義
務
年
限（
貸
与
期
間
の
２
分

の
３
）の
指
定
医
療
機
関
勤
務
で
返
済
免
除

● 

申
込
期
限
／
２
月
28
日
㈮
必
着

● 

選
考
日
／
３
月
12
日
㈭ 

15
時
開
始

● 

応
募
書
類
と
資
料
／
問
合
せ
先
へ
請
求
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.
city.sem

boku.akita.jp/new
s_topics/

w
hatsnew

.php?id=2282

）よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

● 

貸
与
条
件
な
ど
／
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　☎43-3383
田沢湖公民館☎43-1061
角館公民館　☎54-1110
西木公民館　☎47-3100

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

角
館
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
お
知
ら
せ

籐 

の
つ
る
で
作
る

果
物
入
れ
作
り
教
室

様
々
な
ア
レ
ン
ジ
も

　
籐
の
つ
る
で
果
物
入
れ
な
ど
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
応
用
次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
物
が
作
れ

ま
す
。

●
日
時
／
①
２
月
19
日
㈬　
②
2
月
21
日
㈮　

13
時
～
16
時
頃

※
二
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
①
ま
た
は
、
②

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
角
館
公
民
館 

研
修
室
４

●
持
ち
物
／
は
さ
み
、
使
い
古
し
の
バ
ス
タ
オ

ル
●
受
講
料
／
１
５
０
０
円（
材
料
代
）

●
定
員
／
６
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
２
月
４
日
㈫
～
14
日
㈮

●
申
込・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
仙
北
市
で
芸
術
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々

の
作
品
が
一
堂
に
集
ま
る「
第
９
回
仙
北
市
総

合
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
約

１
６
０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

絵
画
や
書
、
写
真
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
大
変
見
応
え
の
あ
る
美

術
展
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会
　
期  

２
月
４
日
㈫
～
16
日
㈰　
　
　

※
10
日
㈪
は
休
館
日

時
　
間  

9
時
～
16
時
30
分（
入
館
は
16
時

ま
で
）

場
　
所 

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

入
館
料  

１
５
０
円（
仙
北
市
民
、
中
学
生

以
下
、
出
品
者
は
無
料
）

 

第 

９
回仙

北
市
総
合
美
術
展

絵
画・手
芸・工
芸・写
真・書・短
歌・俳
句

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

楽
し
い
思
い
出
を
胸
に

豊 

齢
学
園
閉
校
式

　
西
木
公
民
館
主
催
の
豊
齢
学
園
で
は
、
農

業
科
学
館
や
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ａ
で
の
学
習
会
、も
の
作
り
体
験
な
ど
、様
々

な
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
12
月
17
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ク
リ
オ
ン
を
会
場
に
、
４
回
目
の
学
習
会
、

閉
校
式
お
よ
び
食
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
田
沢
湖
か
た
り
の
会
の
皆

さ
ん
か
ら
、
地
域
に
伝
わ
る
様
々
な
昔
話
を

聞
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
真
剣

に
時
に
は
大
笑
い
し
な
が
ら
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
続
け
て
行
わ
れ
た
閉
校
式
で

は
、
４
回
す
べ
て
の
講
座
に
参
加
し
た
10
人

の
方
々
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
食
事
会
が
行
わ
れ
、
今
年
の
思
い
出
や
近

所
の
話
題
な
ど
歓
談
を
し
て
い
ま
し
た
。
民

謡
手
踊
り
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
唄
や
踊

り
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、「
普
段
外
出
す
る
機

会
が
な
い
の

で
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
」、

「
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」

な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

模
様
を
想
像
し
な
が
ら

ん 

み
ゃ
も
の
料
理
教
室

　
田
沢
湖
公
民
館
で
は
、
11
月
19
日
、
12
月

13
日
に「
ん
み
ゃ
も
の
料
理
教
室
」を
開
催

し
、
２
年
ぶ
り
に
巻
き
寿
司
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　
巻
き
寿
司
の
工
程
で
受
講
者
の
大
半
が
、

「
寿
司
の
巻
き
方
」に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
千
田
ミ
ワ
さ
ん
が
お
手
本
を
披
露

す
る
と
、
鮮
や
か
な
で
き
映
え
に
歓
声
と
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
千
田
さ
ん
の
お
話

を
真
剣
に
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
き
寿
司
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

きれいに巻けました。

講師のお手本を真剣に見る受講者。

昔話を聞く参加者の皆さん。

※詳しくは、折り込みのリー
フレットをご覧ください。

昨年の様子。

 新着図書を紹介します   

▼動物と機械から離れて－ AI が変
える世界と人間の未来－《菅付雅
信》　 ▼とりあたま元年－最凶コン
ビよ永遠に！編－《西原理恵子、
佐藤優》　 ▼秘密資金の戦後政党史
－米露公文書に刻まれた「依存」の
系譜－《名越健郎》　 ▼西への出口

《モーシン・ハミッド / 著、藤井
光 / 訳》　 ▼新潮日本古典集成〈新
装版〉 東海道四谷怪談《郡司正勝
/ 校注》　 ▼新潮日本古典集成〈新
装版〉 狭衣物語 上《鈴木一雄 / 校
注》　 ▼新潮日本古典集成〈新装版〉 
狭衣物語 下《鈴木一雄 / 校注》　 ▼なないろ《夏樹玲奈》　 ▼涙
をなくした君に《藤野恵美》　 ▼清く貧しく美しく《石田衣良》

●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

田沢湖図書館 ☎43-1307
3日月   10日月   11日火・祝   17日月
23日日・祝   24日月・振替   29日土（月末）

2月の
休館日

 新着図書を紹介します   

▼稚児桜《澤田瞳子》　 ▼インタビューズ《堂場瞬一》　 ▼カンタ
ン！かわいいかぎ針編み だっこあみぐるみ＆クッション　 ▼

ステップアップ 0歳音読－親子で楽しむ知育《山口謠司》　 ▼

おいかけっこのひみつ しましまとたてがみ《いとうひろし》

▼やきいもとおにぎり《みやにしたつや》
●このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

とことこ

タイム 2月
　お子さんと一緒に利用できる、
笑っても泣いてもいい時間です。

9:00 ～ 12:00 15日 ㈯▼8日 ㈯▼

学習資料館 ☎43-3333
3日月   10日月   11日火・祝   17日月
23日日・祝   24日月・振替   29日土（月末）

2月の
休館日

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　「おおきなぼうし」☆「どうぶつ」のおはなしを
　じゅんびしてまってます♪
☆さいごにみんなで「おりがみ」であそびましょう。

　ともだちさそってみんなできてね♪

５月１２日（第２土）ＡＭ10:00～
☆エプロンシアター　「ジャックと豆の木」☆おおがたかみしばい

おはなしかいうさぎのみみ

10:00～２月1日 ㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 3日月   10日月   17日月2月の

休館日

玉手おはなし 箱
2月15日㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～ 入場無料

いろんなおはなし
いっぱい !

この展覧会は、ファーブル昆虫記に登場するスカラベ・蜂などの仲間やいろいろな昆虫標本も人気です。お子さんにもお
楽しみいただけます。皆さまのお越しをお待ちしています。

1日 ㈯▼

★エプロンシアター「ともだちほしいなおかみくん」
★かみしばい「ないたあかおに」
★おまちかね！ 2 月はクイズ・なぞなぞ大会！プレゼントもあるよ !!

「ファーブル昆虫記を訳した椎名其二」展　好評開催中！　　－会期は 4 月 3 日㈮まで－

「あなたの悩みに寄り添います」特集

2
月
の
テ
ー
マ
展
示

　「そろそろ入園・入学準備」特集

　生き方のヒントや人生訓の本。小さなことでも

解決しよう。

　かわいい袋物や通園バッグ、早めの準

備をしませんか？

変
見
自
在 

中
国
は

２
０
２
０
年
で
終
わ
る

《
高
山
正
之
》
奈
落      《
古
市
憲
寿
》

世
界
一
て
い
ね
い
に

教
え
る
！
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ス
イ
ー
ツ

BO
O

K

《
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ

カ
オSEIJIN

》

の
り
ま
き
（
幼
児
絵

本
シ
リ
ー
ズ
）

《
小
西
英
子
》

すてきな絵本がいっぱい！
第１位は『なまえのないねこ』（竹下
文子 / 著、町田尚子 / 絵）、ねこ愛に
あふれた一冊です。

MOE 絵本屋さん大賞

テーマ展示

ボ
ク
は
や
っ
と
認
知

症
の
こ
と
が
わ
か
っ

た 

自
ら
も
認
知
症

に
な
っ
た
専
門
医

が
、
日
本
人
に
伝
え

た
い
遺
言

《
長
谷
川
和
夫
、

猪
熊
律
子
》
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２
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子
育 て

イ
ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ

ヨ ン

日にち 受付時間 内容

4日 ㈫・17日 ㈪ 13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話
・支援プラン作成12日 ㈬・25日 ㈫ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード（届出住
所とカード住所が一致していない場合は、市民課での手続きが必要で
す）③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付
日にち 健診名 対象者 受付時間
6日㈭ 1 歳 6 か月児 H30 年 6～７月生

12:45～13:00
7日㈮ 2 歳 6 か月児歯 H29 年 7月生

13日㈭ 9・10 か月児 H31 年 3月生
13:00～13:15

20日㈭ 3・4 か月児 Ｒ 1 年 10月生

27日㈭ 3 歳 6 か月児 H28 年 7月生 12:45～13:00

乳幼児健診
こどもカレンダー

月2

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》55-1112　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・栄養士が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

5日㈬ ベビーマッサージ 2か月後半～
1歳未満

受付9:20～  9:30
講座9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】

 ★子育てサークルなどへの支援 
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

日にち 相談名 対象者 受付時間
26日㈬ 7 か月児 R1年7月生 9:30 ～ 9:45

乳児食育教室『もぐもぐランド』

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

7 日金／音楽リズムで遊ぼう
18 日火／ひなまつりの飾りを作ろう
25 日火／体を動かして遊ぼう

わいわい広場（神代こども園内）
☎44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

すくすく成長記録Day

27 日 木  10：00 ～11：00

　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

◆場所  健康管理センター（角館）
◆問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

子育てサポート　「はっぴい・マム」
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494

5 日水／作って遊びましょう
12 日水／子育て勉強会（アドラー心理学）
19 日水／おひなさまの飾りを作りましょう
26 日水／身体測定・誕生会（2 月、3 月生まれ）

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎43-1025　FAX43-3256　時間9:30～11:30

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

13 日木／身体測定・こども園で遊ぼう
20 日木／こども園の生活をしてみよう
27 日木／ひな人形を作ってみよう
※ 20 日は、給食の準備などの持ち物があります。詳しくはこども

園へお問い合わせください。
※水分補給できるものを持参してください。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

3 日月／こども園の豆まきに参加しよう
12 日水／親子ふれあい講演会
　　　　 （講師：臨床心理士 成田ひとみ先生）
※ 12 日の親子ふれあい講演会に参加希望の方は、事前にこども園

にお申し込みください。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
2月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　5 日・12 日・19 日・26 日
　木曜日 　6 日・13 日・20 日・27 日
　金曜日 　7 日・14 日・21 日・28 日

さくラッコのイベントは無料です！

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

4日㈫・10日㈪
17日㈪・25日㈫

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 17 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。
※ 25 日は赤ちゃん沐浴相談 day です。予約制ですので事前にご連絡ください。

おひさまルーム（角館こども園内）
☎53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

4 日火／雪遊びをしましょう・身体測定
18 日火／２月生まれの誕生日会！
26 日水／雪遊びをしましょう
※雪遊びができる格好で、遊びに来てください。
※今月 3 回目のおひさまルームは、26 日㈬に行います。

お子さんのお誕生月にあそびに来てくれた方には、お
誕生日カードをプレゼントします！

だしっこルームとわいわい広場の情
報は、仙北市ホームページのほか、
はなさき仙北のホームページからも
ご確認いただけます。 仙北市 はなさき仙北

事前予約制
定員5組
（託児あり）

ママ広場

13 日 木  10：30～11：30
　フラワーアレンジメント教室　
　季節のお花でアレンジメントを作りましょう！作ったア
レンジメントはお持ち帰りいただけます。

事前予約制
託児あり：定員8組
託児なし：定員7組

わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）
－角館まちづくり地域運営体★はっぴい・マム合同企画－

18 日 火  10：00～13：30
　恒例！ひなっこ餅作りに挑戦！　

　もうすぐひなまつり。カラ
フルでとってもかわいいひ
なっこ餅をお子さんと一緒
に作ってみませんか？お昼
も兼ねながら楽しくゆっくり
と過ごしましょう！
《場所》�健康管理センター
           ※児童館内広場は開放していません。
《持ち物》�エプロン、三角巾、お手ふき、おにぎりなどの昼食、

水分、お子さんのお出かけセット
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　仙北市内では、９か所でオレンジカフェ（総称）が毎月１回開催されています。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、認知症の人も家族も地
域の人も誰でも気軽に交流することのできる集いの場です。また、認知症に関する相談にも
応じることができますので、気軽に参加してスタッフに声をかけてください。
　開催内容の詳細については、直接カフェにお問い合わせください。
　今年度のオレンジカフェは 2月で最後の回となりますが、ひまわりカフェでは、引き続き第3土曜日に開催して
いきます。

オレンジカフェに行ってみませんか !

2月の開催予定

カフェの名称 主催者 場所 開催日・時間 個人負担 連絡先

ローズカフェ 安杖良子 八割コミュニティーセンター 2月3日㈪
13:30 ～ 15:30 なし 080-6058-0358

陽だまりカフェ 若松田鶴子 紙風船館交流室 2月13日㈭
9:30 ～ 11:30 100円 49-2159

ふくふくカフェ 嶋村雄太 ケアライフ心都 2月14日㈮
14:00 ～ 16:00 100円 49-6177

ひまわりカフェ 長澤早恵 グループホームひまわり
地域交流室

2月15日㈯
14:00 ～ 16:00 100円 55-5272

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 2月16日㈰
9:30 ～ 11:30 100円 42-8666

たんぽぽカフェ 佐々木恵 外町交流広場 2月18日㈫
13:00 ～ 15:00 なし 52-2540

下延地域
交流つどいの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター 2月18日㈫

14:00 ～ 16:00 なし 55-5449

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 2月26日㈬
10:00 ～ 14:00 300円

080-3198-4136
※初めての方は事前に
ご連絡ください。

共生 ( ともいき )
オレンジカフェ 高根美穂子 往生院 2月29日㈯

13:00 ～ 15:30 100円 53-2842

その他の問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

オレンジカフェに
お手伝いしてみませんか

　認知症サポーターやキャラバンメイト、せんぼく地域かがやき隊の皆さまで、カフェ

のお手伝いをしてみたいという方は、仙北市包括支援センターまでご連絡ください。

時間　10:00 ～ 10:50・11:00 ～ 11:50
相談方法　電話相談（要予約）
　※予約締切：当日の9:30まで
　予約された方へは日時にスタッフより電話します。
スタッフ　臨床心理士

2／3月・3／6金

こころの電話相談

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」などやひきこもり
のこと、家族のこと、あなたのこと、ひとりで悩まな
いで話をしてみましょう。

時間　13:30 ～ 14:30 ・ 15:00 ～ 16:00
場所　角館交流センター 相談室
相談方法　面談（要予約）
　※予約締切：相談日当日の10:00まで
　予約された方は、直接会場へお越しください。
　※再相談の方は月1回までとさせていただきます。
スタッフ　臨床心理士

2／25火・3／18水・3／24火

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

　心に溜まったことや、気になること、心配なこと、話
してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を飲
みながら一緒に考えていきます。時間内の都合のよいと
きに気軽に訪れてください。

場所　角館交流センター 相談室

2／19水　 時間  10:00～14:00

だれかに話をすると安心する
傾聴ボランティア えくぼの会

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

　「えくぼの会」では、毎月サロンを開き、
個人の悩みや相談に応じています。お茶や
コーヒーを飲んで語ってホッとするスペー
スです。どなたでも参加できますのでぜひ
お立ち寄りください。
傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター
参加料　100円

2／5水・3／4水　13:00 ～ 16:00
　血圧測定と健康講話
　脳トレ・手工芸など 相談は

秘密厳守
です

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かして酸素を体内に取
り込むことで、血行促進や免疫効果があるといわれてい
ます。仲間と一緒に笑いの効果を実感しましょう。申し
込みはいりません。

受付　9:40～10:00  終了11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など
講師　笑いヨガ・ラフターヨガティーチャー 伊藤晴美氏

笑いヨガで仲間との交流プラス健康度アップ！

2／21金

笑いの会

　“ 若者の居場所 ” とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中
で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒にお
茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしな
がら若者同士で交流しましょう。ぜひ 1人で抱え込まずに、ま
ずは足を運んでください。お待ちしています。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる  ☎018-853-4367

2／18火　（毎月第3火曜日）

“若者の居場所”
若者同士で交流しましょう !

時間　14:00 ～ 16:00　　場所　角館交流センター
主催　NPO 法人 KOU（あきた若者サポートステーショ

　　ン運営団体）

参加無料 !

2／25火　10:00～12:00・12:00～15:00
内容　▶ AM 保健師による血圧測定、健康相談など
　　　▶ PM 認知症予防軽体操、ゲームなど

毎月第2、第4火曜日開催
傾聴ボランティア かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやりたい
ことをやりましょう ! 集いの場「かだれ」が開催されて
いる時間内に心理カウンセラーが個室で傾聴も行います

（予約先 小松 ☎090-2975-3450）。相談は無料ですの
で、相談されたい方は遠慮なくお越しください。

場所　田沢湖健康増進センター　調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

大曲仙北歯科医師会 

2月の
休日歯科診療当番医

2日　長尾歯科医院（大仙市長野）                                   ☎0187-56-4405

9日　富永歯科医院（美郷町六郷）                               ☎0187-84-0123

16日　さくら歯科医院（仙北市角館町）                           ☎0187-54-2747

23日　佐々木歯科医院（大仙市上栄町）                           ☎0187-63-3025
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仙北市社会福祉協議会
2月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と
して心配ごと相談を行っています。お気
軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 12日水 13:00 ～ 16:00・
　市役所神代出張所 ▼ 13日 木 13:00 ～

16:00・社会福祉協議会角館支所 ▼ 17
日 月 10:00 ～ 12:00・西木公民館 ▼

19日 水 13:00 ～ 16:00・田沢湖総合
開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼Consultation相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受
け、国の仕事などについての苦情や意見・
要望を受け付け、皆さんと関係行政機関と
の間に立って、その解決を図る「行政と住
民のパイプ役」です。仙北市の行政相談委
員は次の 3 人の方で、自宅で相談を受け付
けているほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼難波輝子 ☎43-0782  
田沢湖生保内字水尻7  ▼大楽進 ☎53-
2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 ☎
47-2746  西木町西明寺字宮田18

【2月相談所開設日・場所】 ▼ 12日 水・市役
所神代出張所 ▼ 19日水・田沢湖総合開
発センター ▼ 20日 木・角館交流セン
ター ▼ 28日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

秋田県よろず支援拠点
サテライト相談会

【日時】2月25日火 10:00 ～ 15:30
【場所】サテライト仙北（市役所中町庁舎2階）
【問合せ】仙北市商工課  ☎43-3351

▼ ▼ ▼Consultation相　談

あきた結婚支援センター
仙北市出張センター開設
　ステキな出会いを応援する「あきた結
婚支援センター」の出張センターを次の
日程で開催します。利用希望の方は、開
設日の 2 日前 16 時までに電話予約して
ください。

【日時】2月24日 月･振替  11:00 ～ 16:00
【場所】角館交流センター
【内容】 ▼会員登録（新規入会・更新手続

き） ▼お相手検索（入会の翌日から利用
できます） ▼結婚に関する相談

【申込・問合せ】あきた結婚支援センター 
中央センター  ☎0800-800-0413（平
日9:00 ～ 21:00、土日祝9:00 ～ 18:00）

▼ ▼ ▼Consultation相　談

ミニかまくら作ろう会を
開催します！
　2 月の仙北市はイベントが盛りだくさ
ん !10 日の上桧木内の紙風船上げ、14
日の角館火振りかまくらなど、多くの観
光客が仙北市を訪れます。そこで、角館
駅前にたくさんのミニかまくらを作り、
おもてなししませんか？作成や点灯のお
手伝いは一つからでも、点灯だけでも、
見に来てくれるだけでも大歓迎です！皆
さまをお待ちしています。
※積雪が少ない場合、中止になる可能性
があります。

【作成日時】 ▼ 2月8日 土 10:00 ～ 16:00 
土台作り ▼ 2月9日 日 10:00 ～ 17:00 
ミニかまくら作り

【場所】JR 角館駅前
【持ち物】スコップ・シャベル・バケツ・

ライター（持参いただかなくても、こ
ちらでも用意しますが、数に限りがあ
ります）

【点灯日時】2月9日日・10日月・13日木

・14日金 17:00
【問合せ】仙北市地域おこし協力隊 YY（折

笠靖子、播磨靖之）
　☎090-5957-5490（播磨）
　E-mail semboku.yy@gmail.com

▼ ▼ ▼ Eventsイベント▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

健康サークル「はなまめ」
運動教室
　健康サークル「はなまめ」では、スポー
ツ推進委員による運動教室を次のとおり
開催します。興味のある方は、ぜひご参
加ください。

【日時】2月19日水 13:00 ～ 15:30
【場所】角館交流センター
【内容】音楽に合わせた体操、ミニゲーム

などの軽い運動
【持ち物】内ズック、水分、汗拭きタオル
【服装】動きやすい格好
※はじめに血圧測定、体重・体脂肪を測

定します。体重測定は裸足で行います。
【申込・問合せ】 ▼健康サークル「はなまめ」

代表  羽ケ崎節雄  ☎080-1827-6481

▼仙北市保健課  ☎55-1112

税理士記念日・無料税務相談会
確定申告に関する税の相談
　所得税・消費税について、確定申告の相
談に応じます（株式や不動産の譲渡所得、
相続などは相談対象外とさせていただきま
す）。

【日時】2月8日土 10:00 ～ 15:00
【場所】中仙市民会館ドンパル 2階研修室
　（大仙市北長野袴田95）

【問合せ】東北税理士会 大曲支部
　☎0187-62-1850

▼ ▼ ▼Consultation相　談

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

日本語指導者を目指す人と指導力向上を目指す人のための 日本語講座
　日本語でのコミュニケーションがまだ難しい外国人に日本語支援をするための講座です。
日本語を教えるための知識や指導法など、日本語教育に関する基礎知識を学び、日本語指
導法の向上を目指します。

【日時】2月11日 火･祝 10:00 ～ 15:30
【場所】大曲交流センター 講堂（大仙市大曲日の出町二丁目7番53号）
【対象】日本語指導者、日本語指導者を目指す方
【定員】 ▼基調講演 約80人 ▼養成講座 A. 入門コース、B. 経験者コース 各40人（各先着順）
【参加料】無料
【申込方法】電話・FAX のいずれかで、申し込む際に氏名・電話番号・受講する養成講座

のコースをお知らせください。
※会社・教室など団体に所属の方は、代表の方が一括してお申し込みください。

【申込・問合せ】大仙市教育委員会 生涯学習課  ☎0187-63-1111（内線339）
　FAX 0187-63-7131

小正月行事　どんど焼き
【期日】2月9日日 
【場所】かたくり館前特設広場
【内容】 ▼ 15:00 ～餅つき大会 

▼ 17:30 ～ミニかまくら点灯、
お焚きあげ

【参加料】500円（お焚きあげ料）
【申込・問合せ】仙北市活性化施設（かた

くり館）  ☎47-3535

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

北秋田のおひなまつり
【日時】2月23日 日・祝 ～ 3月8日日  各日9:00 ～ 15:00
【主会場】阿仁ふるさと文化センター（北秋田市阿仁水無字大町146-1）
【内容】高さ2.5m の巨大つるし飾り、御殿まり、押絵、

享保雛、生け花、切り絵、子どもたちの手作り雛人形、
WAROCK（石絵）雛段など合計400点以上の展示

\ 同時開催イベント /

《オープニングセレモニー》あきた舞妓による舞踊が披
露されます。【日時】2 月 23 日 日・祝 9:50 ～ 11:30

《おしるこの振る舞い》【日時】2 月 23 日 日・祝 ・3 月 8 日日  9:30 ～（なくなり次第終了）
《手芸体験（材料費 1 回 300 円）》【日時】期間中の土日祝日開催（2 月 24 日 月･振替 か
ら開催） 10:00 ～ 14:00（随時受付） ※材料費は内陸線に乗車し、阿仁合駅でもらえる
無料引換券で無料になります。

《文化箏演奏体験》【日時】期間中の土日祝日開催　 ▼午前の部10:00 ～ 12:00
　 ▼午後の部13:00 ～ 15:00  ※2月23日 日・祝は午後の部のみ。

《おひなさまなりきりコーナー》おひなさま衣装を着てひな飾りと一緒に写真が撮影でき
ます。【日時】2 月 29 日土 ・3 月 1 日日 10:00 ～ 15:00（無料）

【問合せ】秋田内陸地域公共交通連携協議会  ☎0186-82-2114

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

第25回 おやま囃子芸能発表会
　今回は 14 団体がおやま囃子や手踊りなど、日頃の練
習成果を披露します。多数のご来場をお待ちしていま
す。

【日時】2月11日 火・祝  ▼開場9:00  ▼開会9:15 ～
【場所】角館交流センター
【入場料】無料
【プログラム】次の取扱店で2月1日 土 から販売。1部

100円。当日も会場で販売します。 ▼かのう屋（角館
町岩瀬町13） ▼藤むら（角館町小人町13）

【問合せ】角館のお祭り保存会事務局（仙北市文化財課
内）  ☎43-3384

お問い合わせ
角館のお祭り保存会事務局
（仙北市教育委員会文化財課）
　0187－43－3384

プログラム  1部100円

下記取扱店で２月１日から
販売いたします。
・かのう屋　・藤むら

主催：角館のお祭り保存会　　　後援：仙北市教育委員会

令和２年２月11日㈷ 角館交流センター会場
午前９時開場　９時15分開演

第25回

各団体が日頃の練習成果を披露します

出演団体（14組）

１、
２、
３、
４、
５、
６、
７、
８、
９、
10、
11、
12、
13、
14、

飾山囃子葵会
照桜会
奏雅扇舞会
お山ばやし扇栄会
飾山囃子弘道流奏秋会
神代芸能保存会藤原組
千葉キヨ社中
夢燈会
角館高校飾山囃子部
秋月会
角館お山ばやし手踊り会
おやまばやし清友会
愁明会
郷土芸能角館飾山囃子保存会

入場
無料

▼ ▼ ▼ Eventsイベント▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

初心者向けドローン講習会
　ドローンに興味のある方、今後ドローンの導入を検討されている方を対象にドローン
講習会を開催します。講習の内容は、ドローンの基礎知識・安全運航についての座学、
トイドローン（DJI TELLO）を使った飛行練習です。

【日時】3月1日日 
【場所】角館交流センター 多目的ホール
【時間・内容】 ▼ 9:30 ～ 10:30座学 ▼ 10:30 ～ 12:00飛行練習
【参加料】無料　【定員】10 人
【持ち物】上履き、スマートフォン（アプ

リダウンロード必要）
【申込方法】電話またはメールで氏名・住

所・電話番号をお知らせください。
【申込・問合せ】仙北市地方創生・総合戦

略室 齋藤 ☎43-3315
　E-mail sousei@city.semboku.akita.jp

第9回仙北市
バスケットボール大会

【日時】3月15日 日 9:00 ～
【場所】角館中学校体育館
【参加資格】仙北市内在住か在勤の社会人
【チーム構成】5人以上（男女混合可）
※登録選手のコート出場は1人まで

【試合方式】クォーター 6分、クォーター
間1分、ハーフタイム5分、トーナメン
ト方式（参加状況によりリーグ戦もあり）

【参加料】1チーム2,000円（当日）
【申込期限】2月22日 土 
【申込方法】チーム名、代表者名、住所、

電話番号を明記し、FAX（42-8425）
でお申し込みください。

【申込・問合せ】仙北市バスケットボール
協会事務局  村岡  ☎090-1066-6758

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

県営住宅の入居者募集
【募集住宅】県営船場町住宅（大仙市大曲

船場町）
【募集戸数】 ▼鉄筋コンクリート造3階建

て（平成4年度建設）　2DK 1戸

▼鉄筋コンクリート造4階建て
     （平成6年度建設）　3DK 1戸

【家賃】 ▼ 2DK  20,300円～

▼ 3DK  23,100円～
【募集期間】2月1日土 ～ 12日水

【入居可能日】3月1日日

【問合せ】仙北地域振興局 建設部建築課
　☎0187-63-3113

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集
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　車でお越しの際は、スキー場周辺の駐車場をご
利用ください。駐車場のご案内順は①～⑦の順と
なりますので、誘導員の指示に従って駐車してく
ださるようお願いします。
　また、当日は会場周辺の混雑が予想されますの
で、乗り合いでのご来場にご協力をお願いします。

　駐車場のご案内　

２/15㈯　モーグル予選・決勝
２/16㈰　デュアルモーグル予選・決勝

〈会場〉たざわ湖スキー場 黒森山モーグルコース

第40回全日本スキー選手権秋田たざわ湖大会 FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会 
組織委員会事務局（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）
☎0187-43-3390
メール：kyspo@city.semboku.akita.jp
大会公式㏋  http:// akitamogul.com/

問
合
せ

　⑤・⑥かもしか駐車場⇔会場間と⑦下高野駐車場⇔会場間
は無料シャトルバスを運行します。

かもしか第１・第２駐車場　⇔　会場
22日土　8:30～ 16:00（30分おき）
23日日　9:30～ 16:00（30分おき）

下高野駐車場　⇔　会場
22日土　9:30～ 16:00（30分おき）
23日日　9:30～ 16:00（30分おき）

無料シャトルバス
のご案内

　案内図　

①銀嶺第１駐車場　　　②銀嶺第２駐車場
③水沢第２駐車場　　　④水沢第１駐車場
⑤かもしか第２駐車場　⑥かもしか第１駐車場
⑦下高野駐車場
※スポーツセンターへの駐車はご遠慮ください。

駐車場一覧

かもしか駐車場方面と下高野駐車
場方面のシャトルバスの乗降所が
違いますのでご注意ください。

　FIS フリースタイルスキーワールドカップの開催まで３週間余り。
　また、ワールドカップの前週の２月15日㈯、16日㈰には、日本のトップ
選手が一堂に会する「第40回全日本スキー選手権秋田たざわ湖大会」が開催
されます。
　今号では、ワールドカップ開催時の会場周辺の駐車場とシャトルバスにつ
いてご案内します。大会当日は会場と周辺の混雑が予想されますので来場の
際の参考にしてください。
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油の流出にご注意を !
【灯油などの流出事故に注意しましょう！】

　油の流出事故が発生すれば、油の処理
と回収に多大な費用がかかる場合があり
ます。その費用は当事者が負担しなけれ
ばなりません。ホームタンクからポリタ
ンクなどに灯油を小分けする時や雪下ろ
し、除排雪をする際は十分に注意するよ
うお願いします。

【次の点には特に注意しましょう】

①配管に腐食や亀裂がないか定期的に点
検しましょう

②除排雪の際にタンクや給油管を傷つけ
ないように注意しましょう

③給油管を保護して落雪などによる破損
を防止しましょう

④灯油の詰め替え中にはその場を離れな
いようにしましょう

⑤作業後はタンクの栓がしっかり閉めら
れているか確認をしましょう

　万一事故が起きた場合や事故を見つけ
た場合は、速やかに市役所または消防署
などに通報してください。通報が早けれ
ば早いほど、被害の拡大が抑えられます。

【問合せ】 ▼仙北市市民生活課環境保全係
　☎43-3308  

▼角館消防署予防班  ☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和元年分の
　　確定申告と納税はお早めに !
大曲税務署からのお知らせ
　大曲税務署では、次の日程で確定申告
書作成会場を開設します。なお、会場開
設期間前は、申告書作成会場を設置して
いません。また、申告書作成会場は大変
混雑し、長時間お待ちいただく場合があ
ります。ご自宅でもパソコンやスマート
フォンを利用して、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」で申告
書を作成することができます。

【開設日時】2月17日月 ～ 3月16日月 
　（土・日曜日・祝日などを除く） 9:00 ～

17:00
【相談案内時間】9:00 ～ 16:00
※会場は大変混雑しますので、開設時間

内に申告書を作成できるよう、なるべ
く早めにお越しください。

【場所】大曲税務署2階会議室（大仙市大
曲上栄町9-4）※駐車場はありますが、
期間中は混雑が予想されますので、公
共交通機関などをご利用ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎0187-62-2191
　（自動音声によりご案内します。確定申

告に関するご相談・ご質問は「0」を選
択してください）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】

12月受付分、敬称略

◆角館町芸能ボランティア連絡協議会
◆田口盛翔（角館町中町）
◆小桜舞子チャリティーショー 角館温泉 

花葉館
◆秋田県建築労働組合角館支部 主婦の会 

代表 鈴木市子

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

阿仁合駅2階
「北秋田森吉山ウェルカムステーション」をご利用ください

　秋田内陸線阿仁合駅 2 階にある「北秋田森吉山ウェルカムステーション」は、貸切で
のご利用ができます。駅ナカで交通至便のホールで、イベント、会議、研修・セミナー
などを開催しませんか？ご利用可能時間は 9:00 ～ 19:30、事前お申し込みが必要で、使
用料がかかります。お飲み物・軽食などの手配もできます。詳しくは秋田内陸線ホームペー
ジ（https://www.akita-nairiku.com/）をご覧ください。

【申込・問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱  ☎0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

新・観光列車 AKITA SATOYAMA TRAIN「笑EMI」
2月1日より運行開始
　秋田内陸線では 2 月 1 日より新・観光列車「笑 EMI」を土・日曜日の急行もりよし号と
して運行します。「笑 EMI」は名称を募集して決定しました。

【新・観光列車「笑 EMI」の特徴】 ▼里山の景色をダイナミックに楽しめる特等席「笑 EMI」
シートを設置 ▼秋田犬は何匹いるかな？光る天井アートにうっとり ▼各駅到着前には
オリジナル車内メロディが流れます ▼車内には記念スタンプや荷物置き場もあります

　ぜひとも秋田内陸線の観光列車「笑 EMI」にご乗車してみてください。
【問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱  ☎0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

JICA 海外協力隊
2020年春募集について
　独立行政法人国際協力機構（JICA）では、
JICA 海外協力隊を募集します。また、ボ
ランティア経験者の活動紹介や応募相談
などを行う「知ろう！聞こう！青年海外協
力隊！」も開催しますのでお気軽に参加く
ださい。

【募集期間】2月20日木 ～ 3月30日月

【対象】日本国籍を持つ1950年４月１日
から2000年９月２日生まれの方

「知ろう！聞こう！青年海外協力隊」
【日時】2月29日土 14:00 ～ 16:00
【場所】秋田総合生活文化会館アトリオン地

下１階多目的ホール（秋田市中通2-3-8）
【問合せ】JICA 東北  ☎022-223-4772
※ 詳 し くは JICA 東 北 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.jica.go.jp/tohoku/）また
は電話でお問い合わせください。

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会より
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相馬中和　 （75 歳・田沢字春山）

千葉実　　 （79 歳・田沢字春山）

柴田正昭　 （73 歳・生保内字下高野）

山田愛子　 （87 歳・生保内字堂ノ前）

畠山マツノ （93 歳・生保内字上清水）

中島ヨシノ （97 歳・生保内字上滝沢）

大石茂夫　 （91 歳・生保内字武蔵野）

長岡功　　 （92 歳・生保内字武蔵野）

堀川策子　 （79 歳・生保内字街道ノ上）

田中文子　 （84 歳・生保内字源左ェ門野）

加藤晴美　 （49 歳・生保内字田向）

髙田スヱ　 （93 歳・小松字野中）

津嶋セツ　 （86 歳・神代字古館野）

小林　　　 （89 歳・神代字高野）

進藤ハル　 （92 歳・梅沢字森腰）

大石正二郎 （84 歳・梅沢字東田）

藤𠩤マサ子（78 歳・梅沢字東田）

大島昭司　 （88 歳・卒田字上信田）

草薙たい子　 （67 歳・卒田字早稲田）

佐藤侃　 　　（95 歳・下川原）

佐々木國太郎 （83 歳・菅沢）

加賀屋正一　 （81 歳・西長野野田）

鈴木嘉一　 　（81 歳・岩瀬下夕野）

関口ヤヱ　　 （91 歳・西下夕野）

石田レツ　　 （91 歳・古城山）

伊澤優子　　 （91 歳・外ノ山）

松田昌子　　 （88 歳 ･ 東勝楽丁）

草薙重男　　 （87 歳・小勝田下川原）

安　喜志子　 （86 歳・雲然荒屋敷）

鈴木惠喜　　 （76 歳・下延竹市野）

小木田ミヤ子 （91 歳・八割塩手沢）

芳賀胤亮　 　（94 歳・白岩前郷）

山谷光子　　 （85 歳・薗田中村）

菅原チサ　 　（98 歳・広久内下夕町）

髙橋輝子　 　（76 歳・広久内舟場）

布谷ミヱ　　 （82 歳・桧木内字中島）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

中島壱
い っ さ

颯　（亮太・田沢字供養佛）

佐藤朱
あ か り

莉　（直樹・神代字古館野）

戎本明
め い

生　（みろ・下菅沢）

草彅一
い つ き

槻　（謙佑・小勝田間野）

藤原柊
しゅうき

輝　（優・八割大沢）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

45 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 2 年 1 月１日現在）

出生
31 人

死亡 転入 転出
40 人

人口 25,857 人
（－ 49）　

男  12,051 人 （－ 23）
女  13,806 人 （－ 26）

世帯数 10,584 世帯 （－ 15）

戸籍の
 窓口から
―12月届出分・敬称略―

田沢湖   9,675 人
角　館 11,854 人
西　木   4,328 人

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

※表記の価格はすべて税込価格です。

information第３セクター耳より情報

浅利清美　　 （84 歳・桧木内字長戸呂）

鈴木武治　　 （86 歳・上桧木内字東下戸沢）

田口春美　　 （57 歳・小山田字堀之内）

齋藤良二　　 （89 歳・小山田字林崎）

木元チヨ　　 （86 歳・小山田字外谷地）

髙田茂　　　 （94 歳・門屋字六本杉）

佐々木千代子 （87 歳・門屋字上門屋）

 仙北市民憩いの日  今月は 26日㈬
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

 2 月の定休日のお知らせ
12 日㈬、27 日㈭　定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）　東

仙北市カレンダー 2/１土    ～18 火   
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広報担当者の

つ
や き

ぶ

FK　食物アレルギーに悩まさ
れています。魚卵はダメです
が、たらこは大丈夫、数の子
はダメですが、親のにしんも

ダメでした。ナッツ類もやっかいです。
ピーナッツは大丈夫だけど、クルミや
アーモンド、カシューナッツなどはダメ。
原材料名の確認は欠かせません。食べた
いのに食べられない…、もどかしいです。

RI　お寿司を食べるとだいた
い 5 貫でおなかがいっぱいに
なる私。先日、いつもより多
く食べられる気がして大食い

チャレンジをしました。結果は 10 貫。
いつもの倍は食べられたものの、もっと
食べられる自信があっただけにとても
ショックでした。食べたいのに食べられ
ない、なのに体重は増えていく現実…。
もどかしいです。

SG　雪の少ない日が続いてい
ますね。大寒を過ぎても自宅
周辺の積雪は数センチです。
市内ではこれから冬まつりや

モーグル W 杯などのイベントが目白押
し。広報係も取材でおじゃまする予定で
すが、雪不足によるイベントへの影響が
気になるところです。こんな冬もあるさ
と思いつつ、何ごとも " ほどよく" がい
いような気がしています。

2/
１ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P13

●おはなしかい うさぎのみみ（学習資料館10:00～） P13

●白岩城址燈火祭（白岩平城、白岩城址表参道、白岩前郷通りほか17:00～20:00） 1/16･P8

２ 日

３ 月 ●オレンジカフェ（八割コミュニティーセンター13:30～15:30） P16

●こころの電話相談（10:00～10:50、11:00～11:50） P17

４ 火 ●第 9 回仙北市総合美術展（角館町平福記念美術館9:00～16:30※入館は16:00まで）
P12  16 日まで  

５ 水 ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P17

●せんぼく元気はつらつ隊養成講座（角館交流センター10:00～12:00） 12/16･P22

６ 木 ●ココカラ（こころとからだ）体操教室～第 2 弾～（角館武道館13:30～15:00） 1/16･P14

７ 金

８ 土

●まるごと温泉健康サミット（西木温泉ふれあいプラザ クリオン13:30～16:00※開場は13:00）
P11

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P13

●ミニかまくら作ろう会（土台作り）（JR 角館駅前10:00～16:00） P18

●中里のカンデッコあげ（西木町桧木内字中里18:30～） 1/16･P8

●なろか（市役所田沢湖庁舎駐車場18:30～） 1/16･P8

９ 日
●ミニかまくら作ろう会（ミニかまくら作り）（JR 角館駅前10:00～17:00） P18

●どんど焼き（かたくり館前特設広場 餅つき大会15:00～、ミニかまくら点灯・お焚きあげ17:30～）
P18

１０ 月 ●上桧木内の紙風船上げ（西木町紙風船広場15:00～） 1/16･P9

１１ 火 ●第 25 回おやま囃子芸能発表会（角館交流センター 開場 9:00、開会9:15～） P18

１２ 水 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～16:00） P19

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00～16:00） P19

１３ 木
●ママ広場（さくラッコ10:30～11:30） P15

●オレンジカフェ（紙風船館9:30～11:30） P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～16:00） P19

●ココカラ（こころとからだ）体操教室～第 2 弾～（角館武道館13:30～15:00） 1/16･P14

１４ 金
●オレンジカフェ（ケアライフ心都14:00～16:00） P16

●角館火振りかまくら（角館町内各所18:00～） 1/16･P9

●せんぼく元気はつらつ隊養成講座（角館交流センター9:30～11:30） 12/16･P22

１５ 土

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P13

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00～） P13

●オレンジカフェ（グループホームひまわり14:00～16:00） P16

●第 40 回全日本スキー選手権秋田たざわ湖大会（モーグル予選・決勝）（たざわ湖スキー
場 黒森山モーグルコース） P21

●第 49 回田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場10:00～20:45） 1/16･P9

●そば打ち教室（神代就業改善センター10:00～） 1/1･P26

１６ 日

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛9:30～11:30） P16

●第 40 回全日本スキー選手権秋田たざわ湖大会（デュアルモーグル予選・決勝）（たざわ
湖スキー場 黒森山モーグルコース） P21

●第 49 回田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場10:00～15:00） 1/16･P9

●松葉・相内の裸参り（西木町桧木内字松葉11:15頃） 1/16･P9

１７ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館10:00～12:00） P19

１８ 火
●わくわく広場（健康管理センター10:00～13:30） P15

●オレンジカフェ（外町交流広場13:00～15:00、下延コミュニティーセンター14:00～16:00）
P16

●若者の居場所（角館交流センター14:00～16:00） P17

 レストラン・ショップ・体験教室 土・日・祝日営業中！
▶営業時間　10:00 ～ 16:00
※営業日が変更になる場合はホームページでお知らせします。
なお、冬期間はお庭・温室・ランチバイキングはお休みです。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00 ／土日祝 9:00 ～17:00ハ

 2

5 人

 バレンタインランチ
2 月14 日㈮　11:00 ～ 14:00　レストラン北蔵
お 1人様 1,500 円（なくなり次第終了します）
 お雛様を展示します
2 月 22 日㈯～ 3 月 8 日㈰　場所 米蔵
▶雛御膳
  上記の期間中、レストラン北蔵で「雛御膳」をご用意しています。
  お 1人様 2,200 円（3 日前まで要予約）

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 西長野ふる里まつり
2 月 9 日㈰　9:00 ～ 17:00
温泉棟で餅つきなどを行います。
 レストランイベントあんこうとカニ祭り
2 月 20 日㈭　18:00 ～ 20:00　
男性 5,500 円／女性 5,000 円　※飲み放題
 新春の歌と踊りの饗宴～初春の宴～
2 月 23 日㈰㈷　開場 正午　開宴 13:00 ～
場所 ひでこの間
お 1人様 3,000 円（お弁当＋入浴券付＋お楽しみ抽選券付）
 入湯回数券割引販売
2 月16 日㈰　9:00 ～ 17:00（温泉棟限定販売）
通常販売価格 1冊 2,000 円を 3 冊1セット 5,000 円で販売します。
※限定 500 セットでお1人様 5 セットまでとなっています。

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

 温泉とレストラン休業のお知らせ
機械室内改修工事のため、温泉ならびにレストラン「かたくり」の営
業を休業させていただきます。
▶休業期間
　2 月12 日㈬～ 3 月13 日㈮
　上記以外の営業については、以下の通りとなります。
 ・温泉プール、ご宴会：通常営業しています。
 ・ご宿泊：ご予約可能ですが、ご入浴はできません。
 ・フロント、売店：9:00 ～ 21:00 まで営業しています。
※広報1月16日号18ページにも掲載していますのでご確認ください。
 本マグロ解体＆歌謡ショー「海鮮祭り」
おいしい海の幸と新鮮な本マグロ、「三浦わたる」による歌謡ショー
をお楽しみください。 
2 月15 日㈯　開宴 18:30 ～　場所 多目的ホール
お 1人様 6,000 円（料理・飲み放題付）

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00（入浴受付 20:00 まで）リオン
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